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代表質問議場配布補足資料（データスペース）
 オープンデータから進んだ形として、業界業種・分野を超えたデータハブであるデータス
ペースが構想されている。将来的な分野を横断したデータ連携を見据えたデータ整備等が
なされることが望ましい。

※典拠：一般社団法人データ社会推進協議会（DSA）
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リアルタイムデータ流通

データレジストリ

データ取引市場
情報社会の血液たるデータを社会
に適正に流通させるための仕組み

基盤データ整備
国として必要なデータ（ベースレ
ジストリ、オープンデータ、IMI
等）を整備・提供

情報銀行
個人情報を保護しつつ、国民生活
の質の向上に資する利活用の推進
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データ利活用ルール 知財戦略 個人情報保護法制度
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分野を横断した
データ連携を見
据えた対応
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